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宮崎滔天と孫文（訳注１）の広州非常政府（訳注２）における対日外交 

—何天炯より宮崎滔天への書簡を中心に— 
 
 

中国社会科学院近代史研究所 李 長莉 
（佃隆一郎訳）

 

孫文の日本での友人であった宮崎滔天
と う て ん

（1871-1922 年）は、清朝の帝制を覆し共和制を

打ち立てた辛亥革命を指導した孫を全力で支援したのであり、その事跡は歴史の記録に著

わされていて、日中両国ですでに広く知られている。しかし辛亥革命ののち、とりわけ孫

文が中国国内で軍閥の統治に反対する革命を継続・進行させていた時期に、宮崎滔天と孫

文の革命運動との関係はどのようであったかということについては、歴史的な記述はかえ

って少ないのであるが、その大きな原因の一つに、記載されている史料が少ないというこ

とがあり、一般人にとってはその史実を理解しようがないところである。このため、孫文

が帰国して革命にあたっていた時期に、宮崎滔天と孫文の活動との関係はどうであったか

や、空白期間のもとで宮崎滔天は、孫文の革命とは疎遠になったのか否かについては、歴

史書での記述はきわめて少ない。例えば、1920〔大正９〕年 11 月から 1922 年６月にかけ

て、孫文が広州で中華民国非常樹立を指導していた時期、孫文の革命運動は後期での一つ

の高潮に達していたのであるが、宮崎滔天も生涯の最後の段階を迎えていたのであり、こ

の時期の宮崎滔天と孫文の革命運動とはなおも結びついていたのか否か、宮崎はなおも動

いていたのか、何か役割を果たしたのか、これらの点については、いっそう歴史の記述に

は見出しがたい。ならばこの問題は、宮崎滔天と孫文の革命との関係や、宮崎の「連華興

亜」思想に中国での革命活動の進展と帰着への参画、それに孫文の革命と日本との関係に

ついてという各点を理解することにこそ、いずれも価値があるのであって、それゆえに探

究に値するのである。 

筆者は近年、宮崎滔天の子孫および、孫文の秘書であった何
か

天
て ん

炯
け い

の子孫が収蔵していた、

何が宮崎に送った郵便書簡の一群 を収集した。それは主に 1914〔大正３〕年から 1922
年にかけて、中国国内で何天炯が宮崎滔天に書き送ったもの であって、何の筆により、

宮崎がこの時期に孫文の革命に関係していたことの一端が映し出されている。本稿はこれ

らの資料を主要な依拠とし、加えてその他の資料を参照して補完したものであって、同時

期の宮崎滔天と孫文政権との対日外交面での関係を解きほぐすことで、上述した各問題へ

の解答となりうることを期するところである。 

（訳注１）原文では一貫して「孫中山」とあざ名で表記されているが、日本での慣用上「孫文」と本名で

訳すことにした（ほかの人物にも適用）。文中での訳者の注記は〔〕内で示す。また、中国語の書名・論

文名は訳さずに、固有名詞ともども簡体字を日本の常用漢字に置き換えた形で表記する。

（訳注２）孫文が北方の段祺瑞政権に対抗して、 年 月に広東省広州に樹立した政権の正式名称は、

中華民国軍政府である。したがってこれは広州 広東 軍政府といわれる。この政権は 年 月に定め
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